
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
晩
発
性
先
天
性

梅
毒
の
三
徴
候
と
し
て
、
一
、
永
久
切
歯
の
異
常
形
成
、
二
、
実
質

性
角
膜
炎
、
三
、
内
耳
性
難
聴
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
フ
リ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
歯
科
医
で
あ
る
コ
ー

リ
マ
ン
は
歯
の
異
常
形
態
の
発
現
に
つ
い
て
協
力
研
究
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
永
久
歯
は
倭
小
で
あ
り
、
ま
る
い
形
態
を
し
て
お
り
、

咀
噌
に
よ
り
咬
耗
し
や
す
く
、
エ
ナ
メ
ル
質
は
軟
か
く
、
お
そ
ら
く

は
カ
ル
シ
ウ
ム
塩
含
有
量
は
正
常
の
も
の
よ
り
も
少
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
歯
槽
弓
も
ま
た
平
均
値
以
下
で
あ
る
。
乳
歯
の

場
合
、
萌
出
の
時
期
が
ま
ち
ま
ち
で
、
観
察
は
困
難
で
あ
る
。
幼
児

に
は
水
銀
療
法
の
原
因
と
み
ら
れ
る
口
内
炎
の
症
例
が
認
め
ら
れ
る

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

一
般
口
演

先
天
性
梅
毒
に
お
け
る
歯
の
形
態
異
常
の

研
究
史

本
間
邦
目I
／､』

そ
の
後
、
先
天
性
梅
毒
に
お
け
る
歯
の
異
常
形
態
に
つ
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
外
科
医
国
の
邑
曼
目
８
目
（
畠
命
ｌ
扇
褐
）
は
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）
年
に
大
臼
歯
の
異
常
形
態
に
つ
い
て
報
告
し
、
フ
ラ
ン

ス
の
皮
層
科
医
］
８
国
ｌ
と
津
＆
弓
巨
冒
胃
（
届
隠
ｌ
ら
屋
）
は
、
梅

毒
罹
患
者
の
歯
の
形
態
を
詳
細
に
観
察
し
、
梅
毒
歯
は
磨
耗
し
て
い

る
の
が
多
い
こ
と
、
倭
小
形
態
が
多
い
こ
と
、
と
く
に
第
一
大
臼
歯

の
歯
冠
部
は
平
坦
な
形
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
梅
毒
歯

の
倭
小
形
態
を
巨
胃
。
号
ロ
房
日
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
報
告
の
あ

と
で
、
言
い
の
嘗
冒
員
の
曽
爾
圃
胃
。
骨
（
届
患
１
房
田
）
、
お
よ
び

丙
固
く
日
○
旨
旦
菅
旦
屋
⑦
ぃ
少
号
尉
口
普
言
目
冒
巨
二
（
儲
震
ｌ
匿
閉
）
な
ど

か
ら
梅
毒
と
歯
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
観
察
所
見
が
追
加
発
表
さ
れ

た
。
歯
科
臨
床
で
は
、
こ
れ
ら
の
梅
毒
歯
の
異
常
形
態
に
つ
い
て
最

初
の
頃
は
と
く
に
注
目
は
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
歯
科
臨

床
に
お
い
て
症
例
の
少
な
い
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
宕
冒
昌
冨
自

国
巨
言
ご
回
“
。
目
の
研
究
に
協
力
し
た
ど
辱
巳
○
○
］
①
日
騨
目
は
そ
の
著

書
（
一
八
八
一
、
明
治
十
四
年
）
に
お
い
て
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
の
業
績

を
詳
細
に
紹
介
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
歯
科
臨
床
で
も
知

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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日
本
に
お
い
て
も
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
医
術
開
業
試
験

に
「
歯
科
」
で
受
験
し
た
小
幡
英
之
助
の
試
験
問
題
の
一
項
に
ズ
ッ

チ
ン
ソ
ン
氏
歯
に
関
す
る
こ
と
を
問
ふ
」
と
あ
る
。
小
幡
は
こ
れ
に

合
格
し
、
同
年
十
月
二
日
付
で
免
状
を
下
附
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て

日
本
に
は
す
で
に
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
の
三
主
徴
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
）

『
聖
済
総
録
」
は
北
宋
政
和
年
間
（
二
二
’
一
二
七
）
に

政
府
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
医
学
全
書
で
あ
る
。
戦
乱
の
た
め
金
・
元

の
時
代
に
な
っ
て
校
定
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
中
国
で
は
大
部
分

が
散
逸
し
た
。

日
本
で
は
天
文
十
六
年
、
吉
田
意
安
が
入
明
し
、
四
年
後
、
元
刊

『
大
徳
重
校
聖
済
総
録
』
二
○
○
巻
を
も
ち
帰
っ
た
。
本
書
は
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
、
日
本
聚
珍
版
と
称
し
、

近
年
こ
れ
を
底
本
と
し
て
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
。

『
聖
済
総
録
」
二
七
巻
か
ら
二
二
巻
ま
で
は
口
歯
門
で
、
そ

の
う
ち
二
九
巻
か
ら
一
二
一
巻
ま
で
が
歯
牙
疾
患
の
記
述
で
あ

る
。
歯
牙
疾
患
は
次
の
一
六
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

牙
歯
歴
壼
・
牙
歯
疹
痛
・
歯
蜜
・
虫
蝕
牙
歯
・
腎
虚
歯
風
痛
・
歯

風
腫
痛
・
歯
節
腫
・
風
箔
・
歯
間
出
血
・
歯
師
宣
露
・
歯
鶴
・
牙
歯

『
聖
済
総
録
』
に
お
け
る
歯
牙
疾
患
の

分
類

戸
出
一

郎
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